
チーム名 北都六星 大学・学部 慶應義塾大学・文学部 北陸ステージ 
本選出場 プラン名称 図書館コミュニケーション 

リーダー名 迫下啓樹 対象地域 北陸三県（富山・石川・福井）※二県以上の二市町村以上を対象とすること。 

クリエイティブ賞 受賞 指導教職員名 近森高明 石川県金沢市・富山県富山市  

メンバー名 名越真琴・岡田裕美子・北川祐希子・伊藤綜一郎・原風佳 

現状分析 
【現状】 
・北陸新幹線開通による観光客の増加 
 ex)金沢          開通前：5979183人            開通後：9032506人 
 
【課題】 
・金沢から他地域への観光目的流入人口の低さ           
 石川県と富山県を訪問した観光客   18,5％           
 
・北陸3県はイメージが類似している 
 →目的達成には穴場だけで十分？ 

計画 
【対象地域】 

石川県金沢市                         富山県富山市 
【共通点】 
・互いに県庁所在地      →     その県の中心都市 
・北陸新幹線の停車駅    →     移動する際のハブとしての役割 
【相違点】 
・第3次産業の多い観光都市                第2次産業の多い再開発都市 
・都市の集積 → 周回性が高い              郊外化 → 周回性が低い 
・観光地イメージが強い                    観光地イメージが弱い 
・観光スポットのない地域は閑散              町の完成度が高い 
 

⇒中心都市である金沢市・ 
  富山市から魅力を発信 
【図書館コミュニケーション】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図書館の役割】 
 
   ①資料収集と保存 
 
   ②読書を通じた人づくり 
 
 
 
 

提案と効果 
【図書館比較】 
海みらい図書館        富山市立図書館 
 
                                  
                                  
                               互いに建物の造りがユニーク 
                                      ＋ 
                               居心地の良い空間づくり 
                                    
 

 
【プランの提案】 
地域と観光客が交流するプラン 
 

      旅行中の写真を使って           他の観光客や地域の人たちにも 
   オリジナル写真集を作ろう！              #北陸の魅力 
                                                    を教えてもらおう！ 
 図書館の本のアイディアも使って         
プリントor切って貼って楽しく作れる！    お気に入りの写真はどんどんシェア！ 
 
                                      

                     どこで撮ったの？ 
                     どうやって行くの？ 

                 が図書館だからすぐわかる！  
              
 
【効果】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1,5倍 

80％が金沢で満足 

 他地域独自の魅力 
発信が必要 

 

図書館コミュニケーション 

独自の魅力を地域外にも 
アピールし北陸地域の 
魅力発信の場へ 

観光客にPRする 
図書館 

観光者・地域に受発信す
る媒介役としての図書館 

地域を育むリビング
のような図書館 

図書 

図書館 

地域の人々 観光客 

旅行の中継地へ！ 
 魅力が集まる！ 

行きたい場所が増える！ 
  思い出を残せる！ 

   魅力の発信！ 
交流の機会ができる！ 


